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安 全 へ の 取り組 み

ヒヤリハット新聞

事故の芽情報（ヒヤリハット）の
収集と活用

　「1件の重大事故の下には29件の軽度
の事故があり、その下には300件のヒヤリ
ハットがある」という法則があります。（アメ
リカ人の安全技師が発表した「ハインリッヒ

の法則」）
　日頃から「ヒヤッとした」「ハッとした」こ
とを報告することで全係員が共通の認識
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ヒヤリハットの収集と活用

※緊急を要するヒヤリハットについては、ヒヤリハット会議を待たずに、関係部門に情報提供する。
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ヒヤリハット会議
［3ヵ月ごと］

鉄道部門担当課長、安全推進部

ヒヤリハット データ集約
［3ヵ月ごと］

を持ち、その原因・対策を考えることで事
故の芽を少しでも摘み取ろうとする活動
です。情報は各職場から集約され、鉄道保
安総合委員会などで報告されます。
　ヒヤリハット報告は、「ヒヤリハット新聞」
に掲載され、改善事例も含めて紹介する
ことで、ヒヤリハットの取り組みの活性化
を図っています。

ヒヤリハット　
事故・インシデントには
至らなかったが、一歩間
違えれば事故につながっ
たもの。「ヒヤッとしたこ
と」、「ハッとしたこと」や、
放置すれば事故につな
がる可能性のある、気が
かりな事象・事故の芽。
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ヒヤリハット報告から改善された事例紹介

ヒヤリハット報告から改善された事例紹介

踏切障害事故の防止

パンタグラフの視認性向上

【事故の芽】
三室戸踏切において、遮断桿とフェンスの間に隙間があっ
たため、遮断桿が下降しているにもかかわらず、入駅してく
る列車に乗車しようと踏切を無理に渡り改札口からホーム
に入るのを目撃した。

【事故の芽】
夜間等にパンタグラフを上昇させる際、周囲が暗いため
上昇確認が困難であった。

パンタグラフが車両と同系色のため、
上昇しているかどうかの確認がしづらかった。

遮断桿とフェンスの間に隙間があり、
すり抜けることができた。

［改善前］

［改善前］

遮断桿とフェンスの間の隙間を少なくした。

パンタグラフの両端に蛍光塗料を塗り
視認性を向上させた。

［改善後］

［改善後］
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